職務経歴書
●年●月●日 現在
氏名　いい求人　太郎

［職務経歴］
■2017年5月～2019年10月　有限会社●●（正社員）
◇事業内容：教育情報誌出版、問題集出版、模擬テスト運営　等
◇資本金：○○万円　設立：○○年○○月
	期間
	職務内容

	2017年5月
～
2019年10月
	【出版事業部】
小学校受験の教材および情報誌にイラストレーターを使用して制作。制作のために幼児教室や学校へのインタビューおよび折衝にも従事。製本後には書店営業として、取引のある店舗へルートセールス、新規開拓も行いました。

◆実績
・新規開拓数14件獲得

【幼児教室】
幼児教室の講師として、2～6歳までのクラスを担当。担当クラスは最大10クラス。子どもたちに勉強だけでなく、コミュニケーションの取り方やマナーなどさまざまな教育を実施。保護者対応として面談を行い、子どもの様子を伝えるだけでなく、家族の悩みなどの相談にも親身に対応致しました。合わせて、受験期には願書の添削も行うなど、幅広い業務を担当。業務詳細は以下に記入致します。

【実績】
・年長児国立クラス　2クラスから4クラスへ増設
25,500円／月×40名　100万の売上増加
・年長児慶應クラス　1クラスから3クラスへ増設
54,560円／月×10名　54万の売上増加
・全体会員140名→180名に1ヶ月で増加
ダイレクトメール、電話アポ、メール問い合わせ対応などで対応。




[bookmark: _Hlk23500025]■2016年12月～2017年5月　株式会社▲▲（正社員）
◇事業内容：食品製造及び卸売り販売（漬物・惣菜）
	期間
	職務内容

	2016年12月
～
2017年5月 
	営業職として、スーパーや小売店に食品の納品、企画部へ新商品の提案を行いました。
納品に2tの冷蔵車を運転し、早朝より納品。昼間は会社へ戻り、企画書および新規開拓の営業を行いました。稀に新商品の開発に従事。漬物の新規事業として、珍しいピクルスの開発なども行いました。




[bookmark: _Hlk23500035]■2012年10月～2013年3月　△△株式会社（正社員）
◇事業内容：工業用ブラシ製造販売
	期間
	職務内容

	2012年10月
～
2013年3月 
	【営業】
・営業スタイル：新規開拓・ルート営業
・取引顧客：1社
・取引内容：卵を洗うブラシなど
 【製造補助】
・材料のカットや加工　・商品梱包　・商品検査
【ポイント】
・製造を行うことから小さなミスが商品製造に大きく影響を与えます。その為、どのような事でも確認
を行い、報告・連絡・相談を行うことで、問題が生じることを未然に防いでいます。
営業担当者：6名　製造担当者：7名





■2010年4月～2012年2月　株式会社○○（正社員）
◇事業内容：ホームセンターチェーンの経営
	期間
	職務内容

	2010年4月
～
2012年2月 
	【担当業務】
※日用品マネージャー代行として、パート・アルバイトをマネジメント
・接客
・商品搬入
・棚卸
・受発注
・クレーム処理
・売り場作り
・商品管理
・アルバイトのシフト管理
・
【実績】
・2011年04月　クレーム担当に任命
・2011年12月　お客様評価において接客態度、店内1位を獲得
【ポイント】
・マネージャー代行として3人の新入社員教育を担当しました。実際の教育では、個々に何がわからないか、出来ていないかを確認することで各レベルに合わせた教育を実施。その結果、新入社員の1人が本部で行われる接客研修において社内1位の評価を獲得。また、従業員の悩みや不安を聞き、働きやすい環境を作ることにより接客優秀者として3度の社内賞を獲得。
・商品を発注しても入荷日に入荷しない事が多々ありました。その度に私はメーカーに何度も連絡をして、入荷の催促や個数の変更や代替商品などを依頼し、常に売り場とメーカーの状況の把握に努めました。 その結果、売り場の欠品率を0.2％以下に抑えました。



 [自己ＰＲ]
現職である幼児教室の経験により、さまざまな方と関わってきました。一般の方から大企業の社長樣まで、色々な立場の方とお話をして多くのことを学んできました。また、子どもと接してきたことにより、大人だけでなく子どもからの目線でも物事を見ることができるので、物事を多角的に見ることができます。この経験はどんな場面でも活かすことができると考えています。

また、どんなことにも興味を持ち、自分が納得するまで突き詰めていく集中力と根気があります。自分でできる努力を怠らず、前を向いて進むことができるのが私の特徴です。これまでのさまざまな経験は全て違う種類でしたが、教えてもらうだけでなく、見て学び、自分で研究して乗り越えてきました。

この精神を生かし、これからの人生も進んでいくことが私の目標であり、仕事の基本として根付いています。
以上　
